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論文内容の要旨
本論文は，家計研究の一つの転換点を1970年代に見山し，これ以降において個々に指摘されてきた家計
をめぐる刻家を家計の1)'.]部関係という研究視点に集約して検討し，人口の少子・ I記齢化の進展μよって求
められている新たな家計調査の方向性について論じている。本論文は9つの章から構成しているが.以下
ではそれらの内容および研究方法を要約した後に，本論文が導き出した1970年代から90年代にかけての家
計研究の帰結点についてその概要を述べる。
まず，本論文の各草ーの内存は次のようである。第 1に家政学研究と貧困研究の了二つの家計研究」の起
源に遡り，それらの相違点ι共通点をあげると共に，高度経済成長期の中で辿った両者の変化(家~j 研究
の!裕史的変遷)を述べた第 1 常と第 2~。第 2 に叫究文献において様々に表現されている家計概念を大月IJ
して， I収入プール単位としての家計」と「収入配分システムとしての家計!のプつに分類し， さらに社会
保障制度および社会協和品IJ度の運用場巾ーにおいて家計がどのように解釈されているのか，諸研究において
家計の内部関係がいかにろんじられているのかなど家計研究の田=論的議論を検討した第3章から第 5章。
第3に以上のl世史的・理論的検討の上で実証研究としての家計研究の具体的検討に入り，諸研究がどのよ
うな家計調育方法を用いて，何をどのように分析し，どのような新たな研究成果や示唆をもたらしたのか
などを切らかにした第6章と第7市。第4にほぼJuJじ時期に|司じく家計の内部関係に注目したイギリスの
研究を取り上げ，それらの研究成果およびけ本の家計研究への示唆を述べた第8章。第5に， このような
有察を加えて人口の少チ・高齢化の進展に伴って牛ーじる諸問題に対応するのは，家計内部への眼芳:しが欠
かせないという点を確認したうえで，1)家計の内部関係に注目した家計研究のけ英比較を行い， 日英の家
計研究の特徴点と限界点を指摘し 2)この研究の帰結点を3点あげ， 3)それに基づいて今後の研究展望に
ついて5点にわたって提起した第9章。
次に，最後の挙で・論じた1970年代から90年代にかけての家計研究の帰結点についてその概要を述べる。
そのー一つは，これまで-般的に促えられてきた単一の収入プール単位としての家計概念を転換し， その単
位内部を分析することによって同一世帯における位代間.ジェンダー間，個々人聞の収支配分上の違いを
明示したことにある。言い換えると，同一世帯内部における世代間，ジェングー間.個々人間の共通点や
矛盾点をもった社会的経済的関係として，家計を位置づ、け直した点にある。第2にうえで述べた家計概念
の捉え直しは，従来の費目構成別中心の生活費分析から，世帯共通費と個人別支出の分想およひ個々の人
間の配分関係の分析の煮要性を導いた点にあるo第3に家計管理および家計管理問題の社会性を主張する
?? ?
と同時に，この仕事を担ってきた女性たち，とくに低所得階層の世帯で生活する女性たちのつな苦に光をあ
て，生活を維持するにあたって果たしてきた家計管理という仕事に対して再評価を行った点にある。
本論文においては以上のような家計研究の帰結点を導きだし，これらの諸点をベースにした今後の研究
展望を示した。
論文審査の結果の要旨
本論文は， 1970年代以降の家計研究の歴史的，理論的な解明と，家計を取りまく環境の変化のなかで，
新たな家計研究のみー向と家計調査の方法について論じるものである。
本論文の特徴は， f1970年代から90年代」に焦点、を合わせたことと， f家計の内部関係」に淀目した点に
ある。 1970年代は，それまでの家政学における家計研究と社会問題解明のための生計費研究の二つの流れ
が合流した時期である。また，それまでの家計の個別化や同-世帯内の家計の分離の実態について，家計
の内部関係に注目して，それら諸研究の成県を総惜し，共通の方向を見出そうとする。それらは， この研
究分野で初めての試みであり，先駆的な研究テーマである。
本論文の右法は，まず.先行ーの諸家計研究の歴史的・聞論的な整聞を行い，次いで家計概念、の変化，社
会保障・社会福干1 :制度運用における家計の解釈.家計内例々人の関係などを分析し，それに基づいて先行
の個別的家計研究の目的，対象方法，内容を確認し，さらにその研究成東が家計研究の 1:に及ぼした示
唆や影響を浮き彫りにするものである。
そのような本論文の優れた点は，第lに家計研究において暗黙のうちに前提されている家計概念を二つ
に類型化し、従来月l いられてきた家計概念の問題点を指摘したこと、立~2に1970年代から90午.代に行われた
円英の諸研究の膨大な調査研究書を読み通し、要点を整理し、諸研究の意義と限界を明雄にしたこと、第3
に詰研究の成果をベースにして今後の家計研究における家計調査の方法の大きな枠組みを示したことである。
本論文が先行諸研究から導きだした成果は. 1) 単一の収入プール単位としての家~I 概念、を|司一世帯内部
におけるIlt代間，ジェンダー間，家族構成員聞の締約的関係としての家計概念に転換したこと， 2)従前の
費目および用途別構成中心の調査・分析ーから，世帯共通貨と個人別支出の区別および家族の支同配分の決
定とその関係の分析の必要性を導いたこと.3)主主計管理という家庭内の仕事・役割!の再評価を行ったこと
である。
そして，これらの成果をもとに.今後の家計調汽研究の枠組みについて論じ，第 1に従来の家計簿記帳
方式に加えて，インタビュー方式による調査方法も重要性で、あること，第2に世帯内個々人の収入が家計
として繰入れ・統合されるまでの過程ι家脹個々人の収入が家計とは独立し個別化していく過程を把握
できるように調査設定すること，第3に家計の交出の局面において.日々の日常的支出および長期的・生
涯的支出を，それぞれの支出の対象，用途，令額，負担責任と支払い形態などを分析すること，第 4に調
査票や集計方法について，幅穫した収入と支出の経路を明らかにするために，家計簿を複数にしたり，個
人的収支票などを併用すること，第 5 に世帯内の意思決定とその結果に対する世帯内のき~価について調併
することなどを問題提起するが，これらは， 1970年代から90年代における家計研究の議論と成宋を踏まえ
た適切で、重援な指摘で、ある。
よって，木論文は，研究課題の先駆↑止渉猟した調査研究文献の量と質の両面ーからの適格性，諸調斉研
究結栗の的確な論点整理とその総台化，および結論の妥当性と独創性を白するものであり.今後のわが凶
の家計研究ならびに家計調査におおきな指針を与えるものと評価できる。ここに.本論文は博 f:(学術)
の学位を授与するものと認められる 3
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